
在日本デンマーク大使館 ピーター・タクソ-イェンセン大使 – 2022年1月14日

サステナブルな都市とコミュニティの開発のためにデン
マークが利用しているICT/デジタル、および市民から見た
そのメリット



1.ワンストップポータル
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市民ポータル：borger.dk ビジネスポータル：Virk.dk

• 1つのエントリーポイントから各サービスにアクセス
• シングルサインオン
• 銀行口座と接続

医療

交通 税

年間報告

税、付加
価値税

15分で起業



2.直接コミュニケーション
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• デジタルポスト
• デジタルID
• セキュアなアクセス

例：ワクチンの一斉接種

政府から市民へ
市民から政府へ



3. 生産性と効率性
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市民の労働生産性
公務員の労働生産性

市役所 自宅

快適な暮らし
+ 

高い効率性
（ワークライフバランス）

• 市民がデータを所有
• 匿名データにより、公的部門は「証拠に基づく
政策立案（EBPM）」が可能に



例：裁判所での土地登記

裁判所は、民間人の所有物、最も一般的には財産を登記する。
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2009年より前

• 裁判所のあらゆる決定には、関連当
事者からの物理的証拠の提出が必
要だった。

• 裁判所はアクセスしやすいように中
央に所在している必要があった。

• 管理業務が実質的だった。

• 業務が完全デジタル化され、自動化
に適したものとなった。

• 裁判所が大都市から移転し、地方に
雇用が生まれた。

• 登記プロセスは平均5営業日かかっ
ていたのが、夜間でも数秒で済むよ
うになった。

• 新システムにより推定1億デンマーク
クローネのコスト節減の見込み。

2009年

反復的で体系的な業務は、デジタル化された分散型の管理に適している。

現在

• NemIDに完全統合されている。
• 大都市圏外に110の雇用を創

出している。
• 管理業務の80%がデジタルソ

リューションにより自動化されて
いる。

• 市民は年中無休で裁判所に要
求を送ることができる。



ご清聴ありがとうございました。


